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た。その結果、Highの砂浜の保全に対する支払意思額は 4722 円/人で、Low の砂浜では有意な値
が得られなかった。また、砂浜の生態系サービスは、防災＞生物生育＞レクリエーションの順に
高く評価された。支払意思額の地域差は、Highの砂浜ではEast＞South＞Other の順に高く評価





































 第 2 章では、防潮堤のかさ上げによって消失する生態系の経済評価を行うと同時に、海の訪問
頻度が高い人は生態系保全への支払意思額が高く、かつ防潮堤建設を好まない一方、将来の災害
リスクを認識している人は防潮堤建設を好む傾向があることを示した。また、科学情報への信頼
度が高い人は、沿岸防災対策として防潮堤建設より（沿岸生態系への負担が少ない）移住を有力
な選択肢として見ていることが明らかになった。 
 第３章では、気候変動による海面上昇で消失する日本の砂浜の生態系サービスの経済評価を通
じて、砂浜の生物多様性が、リクリエーションよりも高く評価されることを示した。また、国際
的目標よりもやや悪い将来を予測する、より現実的とも言える人々が、砂浜の保全に対してもっ
とも高い支払意思額を示すことを明確にした。 
これらの研究は、評価の難しかった生物多様性や生態系の経済評価に関する貴重な研究例である。また、
価値観や科学への信頼性など、意思決定を行う上で重要な情報を定量的に明らかにした点で新しく、今
後の生態系サービス研究の可能性を示すものであり、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
と学識を有することを示している。したがって，今村航平提出の論文は，博士（生命科学）の博士論文
として合格と認める。 
